
東京都 子供政策連携室長
田中 愛子

『とうきょう すくわくプログラム』
をはじめとする乳幼児期の子育ちを
支える東京都の取組について
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都の10年ぶりの出生数増加は特筆すべきこと

三大都市への転入超過数の推移

 都の転出入の状況は、他の大都市と同様、過去10年一貫して転入超過

 大幅に落ち込んでいた都内の日本人の婚姻数が、2024年に6.5%の増加に転じ、2025年も4.0%の増加と2年連続で大幅増加
2年連続での増加は19年ぶりのこと

 この間、減少してきた都内の日本人の出生数も、2025年は1.0%の増加。増加に転じるのは10年ぶり

コロナ禍
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東京都
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(都・万人)

8.４万人

(全国・万組) (全国・万人)

2024年から2025年にかけては
転入超過は減少

6.6万人

転入超過が続く中、
出生数は減少

2025年は
転入超過は縮小したが

出生数は増加

一貫して転入超過が続く中、減少が続いてきた出生数が10年ぶりに増加したことは、特筆すべきこと

この間、減少してきた出生数が
10年ぶりに増加

他の大都市同様、一貫して転入超過

（資料）総務省「住民基本台帳人口移動報告」を基に作成 ※数値は日本人の移動者
（資料）厚生労働省「人口動態調査」を基に作成 ※2025年については概数

１.０万

１.２万

令和婚

転入超過が続く中、
婚姻数は減少

2014

大きく減少してきた婚姻数が
19年ぶりに2年連続の増加

（資料）厚生労働省「人口動態調査」を基に作成 ※2025年については概数

７.9万組

8.5万人

+6.5%

+4.０%

+１.０%

チルドレンファーストの
社会の実現に向けて
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※３歳以降の保育料等は、原則国制度により無償化

【対象】認可保育所、認証保育所、私立幼稚園 等

全ての家庭について、子供の年齢や親の所得にかかわらない保育料等の無償化を実施

R5
年度

H31
年度

R7
年度

0-2歳の第３子以降
保育料等無償化

3-5歳の保育料等
無償化開始（国）

0-2歳の第２子
保育料等無償化

0-2歳の第１子
保育料等無償化

第３子以降第２子第１子

第１子が

小学生以上

第１子が

就学前

第１子が

小学生以上

第１子が

就学前
ー

保護者負担

１／２
無償化

全額

保護者負担

保護者負担

１／２

全額

保護者負担
国制度

無償化都制度

チルドレンファーストの
社会の実現に向けて保育料の無償化
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子供に関する定点調査 「とうきょう こども アンケート」

従来の行政分野の枠組みにとらわれず、子供に関する実態や意識の変化を継続的に把握するため、
2023年からこの調査を実施目的
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子供とつながる情報プラットフォーム

東京都こどもホームページ
一人１台端末と接続︕

 自由研究AI相談
 子供たちの自由研究の題材探しをサポート

全ての子供の「もっと知りたい」をサポート

 “東京を楽しく学ぶ” AI日本語入門
 日常生活で活かせる会話練習

大ヒット︕『東京こどもタイピングレース』

HPはこちら

小学生にとっての「都政への玄関口」

子供たちの声を基に継続的にアップデート

2025年12月ベータ版

東京都こどもホームページの中高生版を構築
Tokyo中高生Webサイト

「東京の魅力」を学べる・楽しめる

 ”Tokyo”をお題に、AIで英語学習

AIを相手に英会話学習

悩みや不安の相談サービス

中高生による取材記事

中高生にとっての「都政への玄関口」

 東京魅力マップを作成し
みんなで” Cool-Tokyo ”（仮）を発信

2026年３月本格稼働

HPはこちら

チルドレンファーストの
社会の実現に向けて

9



子供をはじめ、全ての都民に
条例の基本理念を普及啓発

子供政策の基本的な視点を一元的に規定

詳しくはこちら

東京都こども基本条例
子供への普及啓発

大人への普及啓発

 子供が楽しく学べる機会や主体的に参画
する機会を創出し、条例理解を促進

 東京都こども基本条例ハンドブックや解説
動画を活用し、広報や研修等を展開

 国内外の多様な主体との連携を通じ、
条例理念の発信や意見交換等を行う場を創出

 小中学校等への出張型条例ワークショップ 等

 東京こども政策国際会議 等

 地域自治会等が参加する会議での
普及啓発 等

都市間のネットワークを
生かした普及啓発

チルドレンファーストの
社会の実現に向けて

10



とうきょう すくわくプログラム

＜事業紹介＞
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「とうきょう すくわくプログラム」
ってなに？

興味
関心

「なんで︖」
「どうして︖」

豊かな
発想

「できるかな︖」
「こうしてみよう︕」

深い
思考

「できた︕」
「今度はあれを

やってみようかな」

とうきょう すくわくプログラム

幼稚園や保育所などで、乳幼児の
伸びる・育つ（すくすく）× 好奇心・探究心（わくわく）

を応援する幼保共通のプログラム
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「すくわくプログラム」 を通じて

すべての乳幼児の 心の育ちをサポート

とうきょう すくわくプログラム
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とうきょう すくわくプログラム

 約3,400の幼稚園や保育所等で実践
 島しょ部の一部を除く、 54区市町村で実施（令和7年度）

足立区

荒川区

板橋区

江戸川区

大田区

葛飾区
北区

江東区

品川区

渋谷区

新宿区杉並区
墨田区

世田谷区

台東区

中央区
千代田区

豊島区
中野区

練馬区

文京区

港区
目黒区

昭島市
あきる野市

稲城市

青梅市

清瀬市

国立市
小金井市国分寺市

小平市

狛江市

立川市

多摩市
調布市

西東京市

八王子市

福生市
東久留米
市

東村山市
東大和市

日野市 府中市

羽村市

町田市

三鷹市
武蔵野市

武蔵村山市

奥多摩町

日の出町

檜原村

瑞穂町

大島町

新島村
利島村

神津島村 三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ島村

小笠原村
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「探究活動」の流れ

各園の特徴や強み
を活かしながら、
子供たちの興味・関心
に応じて探究活動
を実践 ＜テーマ例＞＜テーマ例＞

光
自然

泥遊び色

絵本
音

とうきょう すくわくプログラム

②問いを考える

①テーマを決める

④探究活動を
実践し、記録する

⑤振り返る・
共有する

③環境を
デザインする

【前提】日頃の環境を通して見られる
子供の姿から興味・関心を探る
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2024年度

プログラム実践の具体例（2025年度）

自然

活動内容
•園庭で育てている植物から、子供たちが好きなものを選び、手触りや匂いを
確かめ、ルーペ等で拡大して見てみるなど、思い思いの方法で観察し、気づ
きを友達と共有する取組が行われました。

テーマを設定した理由
自然豊かな環境にあるなか、園として自然と環境教育を大切にしており、子供たちが、
植物への興味や関心が強いため、「自然」をテーマとしました。

2024年度

活動内容
•赤、青、黄色の三原色の色水を用意し、色が混ざる様子を楽しみながら、
子供たちが思い思いの色を自由に作る取組が行われました。
•ライトテーブル、OHP等、光を通して色を観察し、感じたことを友達と共有
する取組が行われました。

テーマを設定した理由
通常保育の環境設定の中で、サイエンスコーナーを設定しました。その設定した環
境で、色や光への興味関心があることを把握し、「色と光」をテーマとしました。

とうきょう すくわくプログラム

葉っぱを触ってみる

色と光

思い思いの色づくり
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2024年度

プログラム実践の具体例（2025年度）

活動内容
•土粘土の感触を手足や体で感じ、削る、細かくちぎる、丸める、壁につける、
持ち上げる、積み上げるなど、思い思いの方法で粘土に触れ、土粘土が持
つ特性をじっくり味わう取組が行われました。

テーマを設定した理由
昨年度「触れる」をテーマに探究してきた子供たち。自然の一部からなる素材に存分
に触れ、関わりを深めてほしいと考え、「土粘土」をテーマとしました。

2024年度

活動内容
•保育室などで聞こえる音を探す活動を行い、水が流れる音や段ボールをこす
ると聞こえる音など、子供たちが、みつけた音の様子を自分なりに言葉で表
現し、友達と共有する取組が行われました。

テーマを設定した理由
夏に部屋で過ごす時間が長いなか、音を聴いて身体で表現することを楽しむなど、
音に興味がある様子が見られたため、「音」をテーマとしました。

とうきょう すくわくプログラム

土粘土

音

細かくちぎってみる

音をさがしてみる

18



とうきょう すくわくプログラム

探究活動を重ねた子供に、日常の幼児教育・保育の中で以下の変化はあったと感じたか ※複数回答

園の先生から見て、「すくわくプログラム」の取組により、子供の好奇心・探究心や意欲が高まっている姿があった

73%

63%

38%

36%

32%

24%

物事への興味・関心が高まった（好奇心・探究心）

自分から 『これがやりたい』『試したい』と積極的に発言したり、行動するようになった（意欲）

進んで友達と協力するようになった（協同性・コミュニケーションを取る力）

友達の考えに耳を傾けるようになった（共感）

言葉や体の動き、絵などにより、自信を持って自分を表現するようになった（自尊心・自己肯定感）

物事に粘り強く取り組むようになった（粘り強さ）

対象︓園の先生（n＝1,586）

「物事への興味・関心が高まった」が最も高く、次いで「自分から『これがやりたい』『試したい』と積極的に発言したり、行動するように
なった」であった。探究活動の経験を重ねたことが、日常の幼児教育・保育の中での子供の姿の変化につながることが実感されており、特
に、好奇心や主体性といった側面を伸ばす可能性が示された。
また、「進んで友達と協力するようになった」、「友達の考えに耳を傾けるようになった」は4割近くに達しており、探究活動が協同性や他者の
考えへの関心にもつながっている場合もあることが示唆される。このことは、保育者や友達と共に行う活動であることにより、個々の子供の好奇
心や主体性を育むのみならず、協働して探究することの学びや育ちにもつながっている可能性を示唆している。

CEDEPのコメント

 これまでの活動を振り返って（子供の変化）

19

※子供の変化や園の先生自身の変化を分析・検証するためアンケートを実施し、回答結果をまとめ（対象︓2024年度実施園の先生）



とうきょう すくわくプログラム

48%
40%

11%

頻繁に
あったやや

あった

どちらで
もない

あまりなかった等（1％）

子供の姿に
驚くことがあったか

対象︓園の先生（n＝1,512）

探究活動をやってみて、子供の姿に驚くことがあったかという質問に対して、驚くこと
があったという回答は合計で9割近くに上っていた。
「驚く」ということは、これまでの実践ではあまり出会ったことのない姿に出会った
ということであり、探究活動において子供たちが新たな姿を見せると共に、保育者
の新たな発見や気づきにもつながっていることが示唆される。

＜子供の情緒的側面＞ 「子供の意欲、夢中さ、根気強さなど子供が活動の中で示す情緒的側面に驚きを感じた」というもの

あまり意欲的に活動してこなかった幼児が自らやりたいと活動に参加していたことです。子供の意欲
楽器をやりたいと思った子供は、難しい課題でも諦めず挑戦する姿があった。子供の根気強さ

約９割の園の先生が、「すくわくプログラム」の取組の中で、子供の姿に驚くことがあった。

CEDEPのコメント

＜子供の表現＞「活動の中での子供の表現に驚いた」という内容

活動中の子供の発言が豊かになった。子供の言葉の豊かさ
発表の際に前に出た子の真似をして終わるかと思ってしまっていたが、子供によってそれぞれ少しずつ見本として見せたテンプレー
トから違っていく姿が見られたので、子供達なりに考えて一生懸命に伝えようとする姿がみられたこと。他児への考えの伝達

エピソード（自由記述）︓活動中の子供の姿への驚き

次頁へ続く

 これまでの活動を振り返って（子供の変化）

20

＜子供のアイディア＞「活動の中で子供が示すアイディアに驚いた」という内容
自分なりの表現に注目することができ、子供をより知ることが出来た。また、繰り返し活動することで植物から色を作る時の工夫
や慣れがあることがわかった。子供の工夫

４歳児のひとりが、ボールを製作する際に円柱に風船を付ける自由な発想と、転がり方を他のボールと比較して他児と共に観
察し、違いを発見したこと。子供同士の発見の共有



とうきょう すくわくプログラム

＜日常生活とのつながり＞活動が日常生活とつながっていることへの驚き

探究活動後も、散歩時や日常の保育の中で探究活動で行った事を思い出し、自然と自ら耳を傾けたり感じたりする姿
を見る事があった。日常生活での興味の継続

意外な園児が逆上がりやなわとびがあっという間にできたり、どの子も自信がついたように感じる。保育園の行き渋りがなく
なった。日常生活での自信

＜子供同士のつながり＞活動が子供同士のかかわりの中で発展したことに驚きを感じたという内容

自分達で考えた遊びを、他児と一緒に発展しながら楽しむ姿が見られるようになった。子供同士のかかわりの中での
発展

5歳児が取り組んだ事がいつのまにか3歳児にも拡がっていたり、時に一緒に取り組んでいたりとお互いに良い刺激になっ
ていました。学年を超えた広がり

＜家庭・地域とのつながり＞家庭での会話につながった、地域の人とのかかわりが増えたといった内容

子供同士での話し合いが増え保育者が入らなくても調べたり、考えたりしている姿が見られた。また家でも話をしているよ
うで、家にある図鑑などを持ってくるようになった。家庭とのつながり

幼稚園を訪ねて来る人との関わりが増えた。地域の人とのかかわり

エピソード（自由記述）︓子供の活動の拡張・発展への驚き

保育者が驚きを感じたとして挙げられた自由記述の内容から、探究活動の中で、子供たちがそれまでとは異なる意欲的で夢中な姿や、
様々なアイディアや表現を豊かに示しており、保育者もそれに気づけたということが示唆された。
さらに、探究活動が、その場限りのことではなく、日常生活にもよい影響を与えたり、園内で学年を超えて波及したり、家庭や地域とのつな
がりを豊かにする場合もあることが示された。

CEDEPのコメント

 これまでの活動を振り返って（子供の変化）

21



とうきょう すくわくプログラム

34%

53%

12%

大変
変わった

やや
変わった

どちらで
もない

あまりかわらなかった等
（1％） 77%

64%

60%

47%

46%

子供の発言や行動に意識が向くようになった

子供が何を考えているか知ろうとするようになった
子供が持つありのままの力や可能性に、
より目が向くようになった
子供との活動時間を楽しめるようになった

子供一人ひとりのことをより知りたいと思うようになった

どのように変わったか ※複数回答

対象︓園の先生（n＝1,512）

対象︓保育者（n＝1,316）

「大変変わった」、「やや変わった」の合計が9割
近くに上っていた。
保育者がこれまでの実践ではあまり出会ったこ
とのない子供の姿に出会い、新たな発見や気
づきを得たことが、子供への新たな理解・見
方・捉え方につながった可能性が示唆される。

「子供の発言や行動に意識が向くようになった」の割合が最も高く、次いで、「子供が何を
考えているか知ろうとするようになった」、「子供の持つありのままの力や可能性に、より目
が向くようになった」が高い割合だった。
探究活動においては、子供の声に耳を傾け、子供の考えを広げ深めることを大事にしている。
保育者が子供の発言や行動に意識を向け、子供の考えや、子供の持つ力や可能性に目
を向けるようになったということは、事業の目的や内容の理解をもって探究活動が進められ
ていることを示す結果だと考えられる。
保育者が子供の発言や行動、考えや可能性に目を向けるということは、子供の興味や好
奇心を受けとめ、子供がもつ可能性を引き出したりすることに寄与するものと考えられる。
そして、そのことは、非認知能力の育ちを支えるかかわりにつながる可能性があるだろう。

約９割の園の先生が、日常の子供の行動や考えに、これまで以上に意識を向けるようになった。

CEDEPのコメント

子供への理解・見方・
捉え方は変わったと
感じるか

CEDEPのコメント

 これまでの活動を振り返って（園の先生の変化）
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とうきょう すくわくプログラム これまでの活動を振り返って（保護者の声）

取組を実施していることについてどう思うか

取組を継続してほしいか

多くの保護者が、「すくわくプログラム」の取組を実施することに好意的である。

62%

とても
よい

30%
よい

どちらでもない
（8％）

62%

とても
そう思う

26%
やや

そう思う

どちらでもない
（12％）

対象︓保護者（n＝4,932）

●好奇心・探究心●
• 色々な物事に興味を持つようになり、自分で調べ聞いたり、学んだことを教えてくれるようになった。
• 色々な事に関して「なんでこうなるのか︖」を自分なりに考える機会が増えた。
• ものごとを多面的に見るようになりました。
●意欲●
• 園でも家でもよく手と頭を動かして考えるようになった。
• 集中力が増した。アイデアや創作意欲が湧き、自分から進んで挑戦するようになった。
• 受け身で見るだけでなく、自分でもやってみたいという挑戦心が育っていると思う。
• 元々創作が好きだがより意欲的になった。
• 色々な事にチャレンジしようとする姿勢が見られるようになった
• 大人に答えを聞くだけでなく、自分なりに「こうなんじゃないかな」と考えて意見するようになった気がします。
●協同性、コミュニケーション●
• 友達との交流機会も増えて、言葉や心の成長が見られるようになりました。
• 自分の考えや思うことを周りに伝えるようになった。
●共感●
• 人を思いやる心が育ち、自分とは違う意見があっても認め合う傾向がある。
●その他●
• 表情が良い。家庭においても、経験した遊びを取り込んで遊んでいます。
• すくわくをとても楽しみにしていて、園へ喜んで登園する。
• 保育園に行くのを楽しみにするようになった。
• 親子での会話の幅が増えた。

自由意見
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すくわくナビゲーター園は、実施園同士の学び合いのネットワークの中核となる園

①見学受け入れ
探究活動を実施する際、他の実施園からの見学を受け入れる。

②探究活動の紹介
探究活動の様子を、すくわくポータル及び自園のホームページ等の両方で発信する。

③助言の提供
探究活動に関する他の実施園からの質問等に応じ、適宜助言する。

①都と連携し園の探究活動に携わっている様々な専門家に、オンライン形式で
相談できる。

②すくわくプログラムの取組の質の向上につながる、CEDEP主催の研修に参加
できる。

③専用サイト「すくわくポータル」でナビゲーター園のすくわくプログラムの取組を発
信する。

https://www.sukuwaku.metro.tok
yo.lg.jp/navigator/

ナビゲーター園の活動内容

ナビゲーター園向けのサポート

すくわくナビゲーター園制度について
○ 探究活動に取り組む園同士が学び合うことで、取組の質を更に高めることを目的に、令和７年度から開始

とうきょう すくわくプログラム

現在、106園がナビゲーター園として活動︕
今年の夏頃に追加募集を予定

https://www.sukuwaku.metro.tok


2026.２

ナビゲーター園とは、どんな活動なのか…
お手本の活動︖負担は︖興味があるけれどよくわからない…
という先生方に、すでにナビゲーター園として活動している園の先生のお声をお届けいたします︕

●A園●

◆昨年度から子供達の発達に良いすくわく活動をと考え、
保育士主体で取り組んできました。自園の実際の活動を、
是非多くの園に見てもらい、取組を伝えたいと思い応募し
ました。

応募したきっかけ

◆1月に4園の先生の見学受入をしました。準備等の負担
は特に感じず、これまでやってきたことを更に高める良い
機会でした。当日は「光と影」のテーマで複数クラスで取組
みました。

◆他の職員もすくわくに前向きで、シフトを見て見学日を
きめました。

どんなことを行いましたか？

◆取組を見て頂き、逆にアイデアをも
らえて有難いし、お褒めの言葉等は
とてもうれしかったです。

◆質問をもらうと、新しい発見や視点
を得られ、さらにすくわくへの意欲が
湧きました。やってよかったです。

やってみて

◆子供のその時の興味関心によって、見学日の内容が変わ
ることを事前に伝えました。

◆「植栽トンネルをもっと活用できないか？」と、どんな花が
咲くかなど、3園の先生方が見学に来た日にコーナーを構
成し、様々な年齢の子どもたちが取り組んでいるところを
見てもらいました。

◆見学受入は月1回と決め、可能な中で取り組んでいます。

◆一方的に伝えるのでなく、活動や環
境を見て頂いたうえで意見交換や悩み
の共有ができたことは大きな学びにな
り、ありがたい機会でした。

◆普段関わりの少ない、幼保の園の先
生同士で話し合えたことも素晴らしく、
やってよかったです。

やってみて

●B園●

見学の様子見学の様子

◆子供の日常の「探究」を支え豊かに、と考えてきましたが、
その様子を見て頂きご意見をいただけることと、情報交換
が学びにもなると考え、応募しました。

応募したきっかけ

どんなことを行いましたか？

見学の様子見学の様子
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◆昨年度からプログラムに取り組む中で、子供達が成長す
る姿を実感したので、ナビゲーター園となって、すくわく活
動により一層深く取り組みたいと思い、応募しました。

応募したきっかけ

◆1月に、1園1名の先生の見学受入をしました。当日は、継
続して取り組んできている4歳児の「光」をテーマにした室
内の活動でした。

◆他園からの見学は初めてでしたが、都が日程調整等サ
ポートしてくれたため、特に負担は感じず、事前に直接お電
話を頂いていたので、当日はスムーズに迎えられました。

どんなことを行いましたか？

2026.２

◆他園の先生も、みんな試行錯誤の中取
り組まれていることがよくわかりました。

◆正解かわからない中、一緒に頑張って
いる仲間が都内にたくさんいるというこ
とがわかったのは、励みになりました！

やってみて

ナビゲーター園とは、どんな活動なのか…
お手本の活動︖負担は︖興味があるけれどよくわからない…
という先生方に、すでにナビゲーター園として活動している園の先生のお声をお届けいたします︕

●D園●●C園●

◆手探りですくわくプログラムに取り組み始めましたが、
同じように迷いながら進んでいる園がいたら、一緒に考え
るお手伝いができるといいなと思い、応募しました。

応募したきっかけ

◆1月に、計３園５名の先生の見学受入をしました。4歳児の
「虫」をテーマにした活動の日はナビゲーター園としての見
学受入が初めてだったので、担任のほか副主任が入り、体制
を工夫しましたが、特に苦労はなかったです。

◆見学日については、月案、週案と作成する中で、職員で相
談して決めました。

どんなことを行いましたか？

◆見学に来る方がいると学びにな
るし、能動的に見に行くこともでき
るのは、メリットだと思います。

◆他園の先生から、質問を受けた
り振り返りをしたことはとても良
い機会になりました。

やってみて 見学の様子見学の様子 見学の様子見学の様子

26



すくわくポータルは、保護者や幼稚園・保育所等に具体的な活動内容や、実施園の状況等を
発信・共有するポータルサイトです。
※園の先生向けの関係者ページは、ログインが必要となります。

東京都の各所管局又は区市町村から園宛にお伝えしているIDとパスワードでログインしてください。

27

すくわくポータルについて

ログインせずにご覧いただけるコンテンツ・機能

●動画
・プログラムの意義
についての対談
・探究活動の流れの解説
・活動の様子（色・音・自然）

●事例紹介資料

・丸わかりブック
・実施園の先生対談
・ナビゲーター園の取組
・すくわくプログラム

●ロゴのダウンロード
・無料でダウンロード
・取組PRへ活用

●実践園検索
・所在地から
・施設の種類から
（幼稚園や保育所など）
・テーマから
（色、自然、音など）

園の先生向け（要ログイン）

●実践に関する情報
・ナビゲーター園見学情報等
・探究活動のヒント集
・研修会等動画
・PRチラシ
（園の取組自由記載バージョン）

●補助金制度案内
・事業概要や補助要件、
問い合わせ先など

●各種お知らせ
・研修会や報告会等、
東京都からのお知らせ

●チャットボット
・頻度の高い質問に対応
・すくわくポータル内の回
答掲載箇所にアクセス

※園の先生向けページは、幼稚園・保育所等を対象とした限定公開で
すので第三者への共有等はお控えください。

新
新
新
新

とうきょう すくわくプログラム



とうきょう すくわくプログラム

ロゴマークのご利用について

 「とうきょう すくわくプログラム」に取り組む幼稚園・保育所等が、自園の取組をホームページ
で発信する際などに、本ロゴマークをご利用いただけます。

 ご利用に当たっては、取扱要領及び利用マニュアルに沿ったご利用をお願いします。
※特定の商品・サービス等の利益に寄与する場合等の商用利用はできません。
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とうきょう すくわくプログラム

PRチラシのご活用について

 すくわくプログラムの概要をまとめたチラシです。

 園の自由記載欄あり（裏面②）のチラシもあります。

(表面) ※共通 (裏面①) (裏面②)
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とうきょう すくわくプログラム

各園から質問の多かった項目について、探究活動の実践
に携わる専門家からのヒントとなるアドバイスを取りまとめ

探究活動のヒント集

質問内容No.

乳児（0~2歳）の探究活動におけるテーマの決め方１

園庭がない、スペースに限りがある園での探究活動２

乳児（0~2歳）の探究活動における問いの考え方３

子供への問いかけのポイント①４

子供への問いかけのポイント②５

環境をデザインする際のポイント６

乳児（0~2歳）の探究活動における環境のデザイン7

質問内容No.

子供への言葉かけ8

安全な活動のための工夫9

探究活動の再構成10

特別な支援や配慮を要する子供11

振り返り・共有の方法12

子供との振り返り13

保護者への共有14
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 令和８年度の事業展開について とうきょう すくわくプログラム

31

補助の新規採択は令和８年度が最終︕



 令和８年度の事業展開について とうきょう すくわくプログラム

32

新



探究活動のさらなるレベルアップを目指す園を後押しするためのワークショップ

探究活動の質向上 実践事例の共有 他園との交流

令和７年度までに「とうきょう すくわくプログラム推進事業」に参加し、探究活動の
質の向上を目指す都内の幼稚園・保育所等の先生方

詳細はこちらの二次元コードまたは
チラシをご確認ください！

概要

対象

グループディスカッション 体験コンテンツ

第１回 ６月25日（木） 第２回 ７月７日（火）

第３回 ７月22日（水） 第４回 ８月７日（金）

第５回 ８月19日（水） 第６回 ９月３日（木）

日程

専門家による講義

各回14:30-17:00 第５回はオンライン開催

Point 1 Point 2 Point 3

とうきょう すくわくプログラム
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 令和８年度の事業展開について とうきょう すくわくプログラム
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新



とうきょう すくわくプログラム

外部委託の活用

本事業は、保育者が内容検討や探究活動に主体的に関わり知見を深めることが必要
です。実施に当たり、例えば、活動へのサポートの位置付けで部分的に外部委託等によ
り実施することは可能ですが、すべてを外部委託等で実施し、保育者が関わらない場合
は、補助対象外となります。

Q１︓委託事業により実施することも可能でしょうか︖

Q２︓委託事業により実施することを検討しており、事業者から活動内容の
提案を受けていますが、留意点はありますか︖

本事業は、保育者が内容検討や探究活動に主体的に関わり知見を深めることが必要
です。実施に当たり、例えば、活動へのサポートの位置付けで部分的に外部委託等によ
り実施することは可能ですが、すべてを外部委託等で実施し、保育者が関わらない場合
は、補助対象外となります。

なお、外部委託による活動に際し、東京都が特定の教材やプログラム等を推奨するこ
とはしておりません。探究活動の検討の中でご不明な点がある場合は、東京都が発信する
各種情報を参照頂くほか、問合せ先までお問合せください。
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子供を事故から守る
環境づくり

＜事業紹介＞
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事故が起きないよう、
見守るだけでは限界

“変えられるもの” を
“変える”ことで
事故を予防できる

事故から守る

変えたいもの
川で溺れてしまうこと

変えられないもの
水量や流れの速さ

変えられるもの
ライフジャケットを着用

事故予防︕
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「変えられるもの」
を「変える」
の視点で、
事故予防のサイクル
を回していく

事故から守る

データベース構築ウェブサイト・広報

セーフティ・レビュー

事故データ・事例等のプラット
フォームとして「子供の事故情
報データベース」を運用

収集したデータを分析
再現実験などを通して
子供の行動特性を解明

事業の成果や事故予防
の取組を戦略的に発信

エビデンス・ベースの
予防策を開発

産官学民
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事故から守る

エビデンス・ベースの予防策を発信
「防げる事故」を確実に防ぐ

☟詳しくはこちら
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事故から守る 誤飲・誤嚥による事故を予防
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事故から守る 誤飲・誤嚥による事故を予防
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事故から守る 誤飲・誤嚥による事故を予防
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事故から守る 誤飲・誤嚥による事故を予防
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事故から守る

子供の事故情報データベースを構築
子供の事故情報を一元的に蓄積し、産官学民で利活用可能な

オープンデータベースを構築（2024年度公開）

☟詳しくはこちら
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事故から守る
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 子供を事故から守る環境づくり その他 事故から守る



子供・子育てメンター
“ギュッとチャット”

＜事業紹介＞
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ギュッとチャット
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子育て家庭だけでなく、
子供本人も、
孤独や孤立を感じ、
他者とのつながりを
求めている

ギュッとチャット

孤独や孤立を「感じる」と答えた人のうち、
「誰かと話がしたい」人の割合

■:孤独を感じる

■:誰かと話したい

※東京都子供政策連携室によるアンケート調査を基に作成
（調査対象 都内在住の子供（小、中、高）と保護者（未就学、小、中、高）の約3,200人）

＜ ＞
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ギュッとチャット

子供や子育て家庭の
不安や悩みの深刻化を予防

スタート！
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ギュッとチャット

チャットを活用して気軽に相談
子供や子育て家庭が日頃感じている漠然としたモヤモヤを一緒に整理

＜相談イメージ＞
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ギュッとチャット子供・子育てメンター事業 “ギュッとチャット” 実績

相談件数の推移

• 2025年１月の運用開始以降、着実に利用者は増加し、10月の本稼働以降、相談件数は約2.5倍に拡大
• 子供の利用者割合が高く、約9割（特に小学生年代が多く、約6割）
• 「ギュッとチャット」における子供や保護者からの相談内容は学校生活、人間関係、家庭環境、子育てなど多岐にわたる

（累計16,435件）

年齢層（令和７年１月〜令和８年４月累計）

18歳以下
約９割

〜12歳

小学生年代
約６割

中高生年代
約３割

13〜

15歳

16〜
18歳

19歳〜

保護者年代
約１割

相談内容
上位3項目

（令和7年1月〜令和8年4月累計）

回線利用率 89.6％
満足度 4.2
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ギュッとチャット
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ギュッとチャット

☜スマートフォン用トップページ

マスコットキャラクター
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ご清聴 ありがとうございました


